
2022 年 1月吉日 

 

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の皆さま 

 

（一社）日本リハビリテーション臨床教育研究会  

会 長 中川 法一 

 

クリニカル・クラークシップ研修会のご案内 

 

新春の候，ますますご清祥のこととお慶び申し上げます．平素は格別のご高配を賜り，厚くお礼申し

上げます． 

指定規則の改定に伴い診療参加型臨床実習での指導についての研修が行われていますが，診療参加型

臨床実習の本質であるクリニカル・クラークシップ・システム（CCS）については多く触れられていま

せん．そのために臨床実習の進め方や具体的な指導の仕方について，悩んでいるセラピストが多いよう

に感じられます． 

昨年度は～1st.Step 見学場面での望ましい指導者の解説～をテーマに，“見学の導入段階”について

研修会を開催いたしました．CCS は，見学・模倣（前期・後期）・実施と段階を踏みますが，見学はただ

見せておけばよいというものではなく，解説を上手く行うことで，その後の模倣をスムーズに導入する

大事なステップになります．見学の段階（聞かせて見せて）で臨床実習指導者が示した手本を元に指導

を受けながら真似を何度も繰り返す行為を通じて，実用的なスキルを身につけていく模倣の段階は，学

ぶの語源でもある「まねぶ（真似る）」という臨床実習での学生の学びにおいて最も重要なプロセスで

す． 

今回は，～２nd.Step 模倣場面での望ましい指導～をテーマに，“模倣（前期・後期）での指導”に

ついて研修会を開催いたします．これから CCS を本格的に導入する施設，CCS 導入後，方法が正しい

のか悩んでいる施設の皆さまなど，多くの方々の参加をお待ちしております．  

 

 テーマ：「クリニカル・クラークシップの導入 ～2nd.Step 模倣場面での望ましい指導～」 

 日 時：2022 年 3月 12 日（土）13:00～17:00（12 時 30 分受付開始） 

 開催方法：Web 開催(ZOOM) 

 対 象：理学療法士，作業療法士，言語聴覚士，大学・養成校教員 

 定 員：50 名 

 参加費：会員 1,000 円 非会員 3,000 円 

 事前申し込み先：事前に以下のアドレスへアクセスして頂き， 

google フォームよりお申し込み下さい． 

https://forms.gle/J6X2FPYybH1ZD88y8 

お申し込み後，事務局より参加費のお振込に関するご案内をメールでお送りします． 

 プログラム： 

講演１「CCS における模倣（コーチング）」  講師 花房謙一 先生 (目白大学)       

講演２「模倣前期での指導の工夫」      講師 宮腰大樹 先生 (やまうち整形外科) 

 講演３「模倣後期での指導の工夫」     講師 土橋大基 先生 (滝川脳神経外科病院) 

ワークショップ 「模倣場面に応じた指導とは」ブレイクアウトセッション 

■ 主 催： （一社）日本リハビリテーション臨床教育研究会           

申し込みフォーム QR コード 

【連絡先】 （一社）日本リハビリテーション臨床教育研究会 
事務局 西川明子 

〒564−0082 大阪府吹田市片山町 4−1−2 
Tel ：06-6319-8841   E-mail：akiko@fruition.co.jp 


